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ご二

支
那
の
版
本
の
研
究
は
沢
年
大
分
盛
に
な
っ
て
末
た
0

版
本
の
起
源
に
就
て
も
同
様
で
あ
る
。
我
邦
の
文
献
に
支
那

版
本
の
事
が
最
初
に
見
わ
る
の
は
、
東
寺
の
間
戟
の
請
灰
目
録
の
中
に
、
西
川
即
ち
蜀
の
印
本
の
廣
韻
ご
玉
篇
ビ
が
見

わ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
事
に
、
禿
氏
称
群
君
か
大
分
前
に
氣
付
か
れ
た
3

近
頃
石
田
幹
之
助
打
が
新
聞
に
書
い
て
居
る

中
に
、
支
那
の
わ
か
い
學
者
で
向
逹
こ
い
ふ
人
が
版
本
を
研
究
し
た
の
を
引
用
し
て
居
る
が
其
中
に
も
禿
氏
君
の
事
に

言
及
し
て
居
る
u

其
他
、
敷
年
前
市
村
環
次
郎
博
士
が
全
唐
文
の
中
に
、
肝
の
版
の
事
を
見
付
け
た
の
を
登
表
さ
れ
た

が
、
神
田
喜
一
郎
社
は
、
そ
れ
は
冊
府
元
亀
に
出
て
居
る
の
を
全
肝
文
が
採
っ
た
の
だ
こ
い
ふ
事
を
発
表
し
た
0

即
ち

唐
の
文
宗
の
太
和
九
年
の
事
で
、
此
年
、
東
川
監
察
使
嗚
宿
な
る
者
が
上
奏
し
て
、
肝
の
版
を
民
間
で
印
刷
す
る
の
で
、

之
を
禁
じ
た
い
マ
J

請
ふ
て
許
さ
れ
た
こ
い
ふ
風
に
全
肘
文
に
見
ね
る
。
全
府
文
に
は
年
月
が
無
い
の
で
、
市
村
博
士
は

測
宿
の
年
代
に
就
て
い
ろ
ー
＼
考
へ
ら
れ
た
が
、
神
田
君
は
冊
府
元
編
に
太
和
九
年
十
一
月
ご
あ
る
か
ら
其
年
月
は
始

め
か
ら
分
つ
て
居
る
マ
J

い
は
れ
た
の
で
あ
3°

藤
田
剣
峯
博
士
も
市
村
博
士
の
考
を
批
判
さ
れ
た
が
、
や
は
り
其
根
本

た
る
冊
府
元
編
に
は
氣
付
か
れ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
慮
で
お
か
し
い
の
は
、
潤
宿
が
疏
を
上
つ
て
・
天
子
が
之
を
禁
じ
た

様
に
全
府
文
に
は
見
え
て
居
る
が
、
全
肝
文
は
清
朝
の
嘉
慶
年
間
に
い
ろ

l
＼
な
本
か
ら
引
出
し
て
纂
修
し
た
も
の
で

宋

元

版

の

話

内

藤

虎

次

耶



御
用
學
者
の
受
負
仕
事
な
の
で
料
漏
に
も
上
奏
文
で
も
な
い
も
の
を
上
奏
文
な
り
マ
」
い
＞
加
戚
に
決
め
て
了
っ
た
も
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
9

、、

で
あ
る
っ
冊
府
元
編
に
披
る
マ
J

、
太
和
九
年
十
二
月
東
川
節
度
使
嗚
宿
奏
す
ご
て
「
勅
に
淮
じ
て
肝
H
の
版
セ
問
す
る

、
、
、
、
、
、

こ
こ
を
禁
せ

b
」
ご
あ
っ
て
、
そ
れ
は
靱
而
、
東
川
、
西
川
、
淮
雨
各
逍
で
版
印
の
肝
H
を
市
に
賣
つ
て
居
る
の
を
禁

せ
し
め
る
勅
に
淮
じ
て
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
°
併
し
勿
論
ざ
ち
ら
で
も
結
果
は
同
じ
事
で
あ
る
0

之
は
面
肝
書
の
文
宗

紀
に
も
太
和
九
年
十
二
月
丁
丑
勅
、
諸
逍
府
不
＞
得
＝
＝
ー
私
骰
二
JffH
板
ミ
J

あ
る
の
で
層
向
逹
は
之
を
見
付
け
出
し
て
研
究

し
竺
冊
府
元
魯
で
は
怨
一
百
六
十
帝
王
部
の
革
弊
oJ
項
に
あ
＂
？
以
上
は
印
刷
の
事
が
年
月
を
具
へ
て
支
那
の
記
録

に
見
え
て
居
る
最
初
で
あ
る
Q

市
村
、
藤
田
の
雨
博
士
は
支
那
の
印
刷
3
起
源
が
我
が
百
萬
塔
の
陀
羅
尼
よ

b
も
早
い

竺――
-
E

は
れ
た
い
為
の
研
究
の
方
針
を
取
て
居
ら
れ
る
が
、
こ
の
太
和
九
年
で
ぶ

n萬
塔
陀
羅
尼
よ
り
六
十
餘
年
も
逓
く
、

宜
は
、
現
在
し
て
居
る
も
の
、
且
年
月
の
は
つ
き
り
し
た
も
の
で
は
、
矢
張
り

Fu萬
塔
の
が
最
も
古
い
。

提
、
宋
版
に
就
て
は
、
内
典
の
方
の
版
の
事
は
、
あ
"
,
J

廻
し
ご
し
て
、
先
づ
外
典
の
方
か
ら
先
に
話
す
こ

Jゞ

>

す
る

一
般
に
宋
版
、
元
版

Jゞ

い
ひ
、
叉
北
宋
版
、
南
宋
版
、
元
版
、
明
版
こ
い
ふ
が
、
版
式
か
ら
云
ふ
ご
、
此
分
け
方
は
面

白
く
な
い
の
で
、
少
し
く
悩
分
法
を
襲
へ
る
必
要
が
あ
る
3

宋
時
代
は
太
胤
．
太
宗
、
具
宗
、
仁
宗
、
丑
央
宗
、
神
宗
、
哲
宗
、

徽
磁
｀
欽
宗
、
高
宗
、
孝
宗
、
光
宗
ぶ
呼
宗
、
理
宗
、
度
糸
｀
恭
宗
、
元
代
は
世
机
、
成
宗
、
武
宗
、
仁
9

が
、
英
宗
、
泰
定
帝
、
明
宗
゜

文
末
、
順
帝
｀
明
代
は
太
胤
ぶ
登
市
、
成
祖
、
仁
宗
ぶ
旦
宗
、
英
宗
、
E

玄
帝
、
英
宋
煎
称
、
憲
宗
、
孝
宗
、
武
宗
、
世
宗
ぶ
位
宗
、
紳
宗

等
で
あ
る
が
、
之
セ
版
式
で
分
け
る
y
J

、
宋
の
太
胤
よ
り
紳
宗
虫
ま
で
、
哲
宗
よ
り
光
糸
頃
ま
で
、
寧
宗
よ
り
朋
の
宜

ご四



の．
y
J

、
そ
の
前
の
天
子
か
ら
鋲
く
マ
J

い
ふ
の
y
J

雨
説
ゐ
っ
た
が
、
自
分
の
滅
本
中
、
年
琥
の
明
か
な
も
の
に
操
つ
て
調

べ
て
見
る
y
J

常
時
の
天
子
の
諒
は
級
蓋
し
な
い
事
が
分
っ
た
。
家
城
の
紹
典
年
間
の
板
の
毛
諒
正
義
及
史
記
集
解
で
見

る
t
、
高
宗
の
構
の
字
が
狭
益
し
て
居
な
い
。
家
戴
の
北
宋
本
史
記
は
直
芯
5

の
恒
の
字
セ
跛
粛
し
て
居
な
い
か
ら
郎
太

宗
か
其
宗
か
の
時
の
も
の
で
あ
ら
う
0

太
宋
よ

b
紳
宗
頃
ま
で
は
先
づ
版
式
が
一
様
で
あ
る
マ
J
m心
は
れ
る
Q

そ
の
字
慨

は
欧
腸
詢
の
風
を
主
マ
J

し
て
、
ま
A

顔
其
卿
の
如
き
字
も
あ
る
0

此
頃
の
刻
本
は
極
め
て
稀
で
、
宮
内
省
闘
書
寮
の
通

典
は
英
宗
、
肺
宗
頃
の
刻
本
、
巖
韻
、
玉
篇
は
帥
宗
頃
の
刻
本
で
古
い
方
で
あ
る
0

宮
内
省
の
御
注
孝
続
も
矢
張
b
仁
宗

な
り
マ
J

思
は
れ
る
。
そ
れ
は
文
字
の
鋏
鵞
で
分
る
。

ー
玉

一
憫
天
子
の
諒
の
映
聾
は
、
そ
の
嘗
時
の
天
子
か
ら
行
ふ
ArJ

い
ふ

宗
頃
ま
で
が
各
々
一
時
期
を
為
し
て
居
る
。
最
も
古
い
版
本
は
、
南
岬
寺
並
に
東
京
の
中
村
不
折
氏
に
あ
る
宋
の
開
賓
入

年
の
巌
繹
客
本
が
宋
の
太
糾
の
時
の
も
の
で
あ
り
、
又
近
頃
杭
州
の
雷
峯
塔
の
中
か
ら
出
た
賓
僻
印
陀
羅
尼
が
矢
張
り

開
賓
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
頃
の
外
典
で
は
現
存
し
て
居
る
も
の
は
無
い
0

敦
燎
出
士
品
は
府
末
、
五
代
の
も
の

だ
が
、
外
典
の
も
の
で
は
宋
以
前
の
も
の
は
少
な
い
、
阻
し
五
代
の
時
、
外
典
特
に
経
書
の
出
版
か
詐
京
や
蜀
で
行
は

れ
た
こ
云
ふ
こ
さ
が
偵
へ
ら
れ
て
居
る
が
、
蜀
に
は
古
く
か
ら
印
刷
が
出
来
る
特
別
の
事
俯
が
あ
っ
た
ら
し
い
、
敦
拉

に
残
っ
て
居
る
も
の
は
何
慮
の
地
方
の
も
の
か
明
か
で
な
い
が
、
其
の
一
っ
は
た
し
か
に
蜀
で
な
い
ら
し
い
も
の
も
あ

る
3

五
代
の
時
、
蜀
の
母
昭
裔
が
繰
書
-
を
出
版
し
、
又
沖
一
界
で
濶
逍
"
t
J

い
ふ
宰
相
の
命
で
出
版
し
た
ご
記
録
に
あ
る
が

宜
物
は
現
存
し
な
い
0

現
村
す
る
も
の
で
自
分
で
見
て
居
る
最
も
古
い
の
は
史
記
で
、
太
宗
興
宗
の
間
の
も
の
で
官
板



1

六

の
時
の
刻
本
で
あ
る
0

次
の
時
代
、
問
背
宗
よ
h
南
宋
の
光
宗
頃
の
間
の
刻
本
は
、
印
刷
が
盛
に
な
つ
て
末
た
の
で
餘

程
澤
山
現
存
し
て
居
る
。
前
田
家
に
あ
る
雷
廣
會
史
が
そ
の
中
で
は
古
い
。
之
は
朝
鮮
よ
り
H
本
に
渡
っ
て
末
た
も
の

で
、
朝
鮮
で
は
高
麗
よ
h
李
朝
ま
で
偲
は
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
女
藤
の
役
の
時
、

H
本
軍
は
朝
鮮
の
本
を
す
つ
か
り

H
本
へ
持
つ
て
末
た
の
で
、
今
H
で
は
朝
鮮
に
は
宋
版
は
殆
ん
ざ
無
い
0

征
韓
諸
痛
の
中
で
最
も
多
く
持
つ
て
末
た
の

は
浮
田
秀
家
で
あ
っ
た
3

自
分
の
知
る
所
で
は
、
現
在
朝
鮮
の
径
章
閣
に
は
唯
一
部
の
宋
版
古
史
が
あ
り
、
民
間
に
は

禁
毬
躙
斯
の
南
宋
本
が
あ
る
の
み
で
あ
る
3

岡
害
寮
の
涌
典
ご
前
田
家
の
甫
廣
會
史
さ
は
矢
張
b
文
緑
の
時
の
痛
末
品

の
―
つ
で
あ
ら
う
°
此
の
二
書
に
は
並
に
「
高
麗
國
十
四
葉
辛
巳
歳
蔵
書
大
宋
建
中
靖
國
元
年
大
遼
乾
統
元
年
」
ご
い

ふ
印
が
あ
る
0

我
邦
に
は
他
に
も
此
印
の
あ
る
本
が
あ
っ
て
、
之
が
古
板
研
究
の
―
つ
の
標
準
ご
な
る
°
之
よ
り
光
宗

の
紹
熙
頃
ま
で
は
大
照
同
じ
式
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
孝
宗
（
乾
逍
、
淳
熙
）
光
宗
（
紹
熙
の
時
代
は
、
次
の
寧
宗
の
時
の
慶

元
版
ま
で
の
過
渡
期
で
、
之
を
中
期
ご
す
る
0

慶
元
よ
り
元
代
を
か
け
て
、
明
の
宜
宗
（
宜
徳
）
頃
ま
で
は
大
慨
様
式
が

―
つ
て
あ
る
。
中
期
の
字
憫
も
大
憫
欧
陽
詢
の
箪
法
で
あ
る
が
、
字
形
が
上
期
の
長
方
形
か
ら
や
A

髪
じ
て
方
形
マ
J

な

つ
て
末
る
0

其
後
は
猪
遂
良
様
さ
も
云
ふ
べ
き
字
盟
が
明
の
宜
捻
ま
で
緻
い
た
°
故
に
慶
元
以
後
は
、
宋
版
、
元
版
、

明
初
の
版
の
賑
別
を
誤
b
易
く
、
支
那
の
悪
い
本
屋
は
年
琥
の
木
記
を
取
り
去
つ
て
時
代
を
上
げ
て
高
く
賣
つ
た
り
す

る
。
以
上
は
様
式
上
の
概
略
の
岡
分
法
で
あ
る
。
但
し
元
代
は
之
を
前
期
後
期
に
分
け
る
。
前
期
は
南
宋
版
＜
J

同
様
で

あ
る
が
、
後
期
に
は
そ
の
字
慨
に
柔
媚
に
し
て
肥
わ
た
胡
子
昂
の
書
風
が
表
は
れ
て
末
て
居
る
一
種
の
様
式
が
あ
る
。



一七

家
識
の
汲
古
閣
駕
窯
の
中
原
昔
韻
が
こ
の
様
式
の
本
で
、
元
の
泰
定
帝
頃
の
版
で
あ
る
が
、
其
風
が
明
の
弘
治
頃
ま
で

古
版
が
貴
ば
れ
た
の
ぱ
随
分
古
く
か
ら
の
事
で
あ
ろ
が
、
古
版
の
研
究
を
し
て
之
を
學
問
に
應
用
し
た
の
は
餘
b
古

く
は
な
い
0

H
本
に
於
て
は
約
二
百
年
こ
の
方
の
事
で
あ
る
。
享
保
中
に
山
ノ
井
鼎
（
良
倫
）
が
七
経
孟
子
孜
文
を
作
っ

た
頃
か
ら
始
つ
た
て
云
へ
る
が
、
其
頃
は
未
だ
古
版
に
ひ
ご
く
趣
味
セ
持
つ
て
居
た
こ
は
云
へ
な
い
0

山
井
良
倫
は
萩

生
祖
彼
の
弟
子
で
あ
る
0

其
後
水
戸
の
人
、
吉
田
箪
嗽
が
大
に
古
版
の
研
究
を
や

b
、
此
頃
か
ら
盛
に
な
っ
て
末
た
。

支
那
で
は
消
朝
の
初
か
ら
古
版
の
研
究
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
學
問
上
に
盛
ん
に
應
用
し
た
の
は
却
て

H
本
よ
り
晩
く

七
罷
孟
子
孜
文
が
支
那
へ
渡
つ
て
後
、
即
乾
隆
の
中
頃
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
古
版
の
長
所
を
學
問
に
應
用
す
る
事
は

日
本
人
の
方
が
支
那
人
よ
り
上
手
に
な
っ
て
居
た
ら
し
い
、
近
頃
有
名
な
楊
守
敬
な
ざ
も

H
本
へ
末
て
森
立
之
、
向
山

黄
村
、
寺
田
望
南
な
ざ
か
ら
古
版
の
事
を
聞
い
て
古
版
學
者
に
な
っ
た
位
で
あ
る
°
併
し
、
明
治
初
年
以
後
は
此
學
問

も
大
分
衰
へ
て
、
自
分
よ

b
年
長
の
人
で
は
寺
田
一
人
で
多
分
今
以
て
存
命
で
あ
ら
う
0

自
分
マ
J

同
時
代
の
人
で
は
島

田
翰
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
早
世
し
た
0

島
田
君
は
其
便
宜
も
あ
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
が
、
わ
か
い
時
か
ら
古
版
の

鑑
賞
に
は
仲
々
秀
で
>
居
た
光
緒
の
末
年
支
那
の
各
省
の
提
學
使
が
十
藪
人
日
本
へ
末
て
、
其
中
に
は
校
勘
學
の
大
家

も
敷
人
居
っ
た
が
、
皆
島
田
に
散
々
醗
弄
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
古
版
の
鑑
賞
ご
校
勘
學
マ
J

で
は
吉
田
箪
嗽
が
近
代

の
元
祖
と
し
て
最
も
重
な
人
で
あ
る
が
、
其
後
で
は
近
藤
重
臓
が
優
れ
て
居
る
。
彼
は
饂
川
家
の
紅
葉
山
文
庫
（
即
ち

績
い
て
居
る
0

術
又
黒
口
本
が
此
種
の
も
の
に
は
多
い
。



今
の
闘
害
寮
の
肌
）
の
書
物
奉
行
で
あ
っ
た
篤
に
非
常
に
よ
く
本
を
観
た
。
其
代
b
、
島
田
マ
J

同
様
、
彼
も
そ
の
本
の

鑑
識
力
を
盛
に
悪
用
し
た
3

狩
谷
液
齋
が
近
藤
の
死
ん
だ
時
、
京
都
の
蔵
書
家
禍
井
氏
（
丹
波
守
）
へ
送
っ
た
手
紙
に
、

彼
の
事
セ
、
人
間
は
残
必
心
酷
薄
だ
が
惜
し
い
事
を
し
た
マ
J

害
い
て
居
る
3

楊
守
敬
は
古
板
の
様
本
集
で
あ
る
留
興
譜
な

る
も
の
を
作
っ
た
が
、
こ
れ
は
近
藤
重
蹴
の
時
代
か
ら
、

か
ヽ
る
種
3
も
の
は
あ
っ
た
も
の
で
、
古
書
鑑
賞
家
は
正
直

に
や
る
人
は
板
本
の
中
か
ら
―
二
枚
づ
A

影
葛
し
て
様
本
't.J

し
た
も
の
で
め
る
が
、
璽
戴
な
ざ
は
人
か
ら
本
を
借
b
る

―
二
枚
づ
A

抜
さ
収
つ
て
集
め
た
<
J

さ
へ
い
は
れ
て
居
る
3

そ
の
集
よ
っ
た
も
の
セ
楊
守
敬
は
買
ひ
入
れ
て
蹄
つ

て
版
に
し
た
の
が
留
異
譜
で
あ
る
0

島
田
翰
氏
も
そ
の
抜
収
っ
た
残
b
の
も
の
セ
持
つ
て
居
た
が
震
災
の
時
燒
け
て
了

っ
た
3

近
頃
は
支
那
で
も
こ
の
抜
収
-
ゼ
や
っ
て
居
る
、
浦
帆
り
内
閣
り
本
セ
抜
収
つ
て
五
十
何
種
か
の
古
版
の
見
本
集

を
数
部
作
っ
た
が
、
そ
の
一
部
が
東
京
に
恐
た
り
で
自
分
は
之
セ
買
っ
て
持
つ
て
居
る
U

斯
の
如
く
古
い
本
を
愛
玩
す
'

る
に
は
動
も
す
れ
ば
罪
悲
が
伴
ふ
の
で
あ
る
か
ら
氣
を
つ
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

又
一
方
近
藤
重
賊
や
島
田
翰
は
古
版
セ
鑑
貨
す
る
法
則
を
彼
見
し
て
斯
逍
に
頁
献
し
て
居
る
Q

正
壺
贅
籍
考
に
自
慢

し
て
「
余
は
古
版
を
見
る
に
習
ふ
0

帝
の
諒
の
映
筆
よ
り
、
刻
上
の
名
4

二
で
、
そ
の
資
料
'
y
J

し
て
鑑
識
が
出
末
る
。
」
ご

言
っ
て
居
る
3

之
は
近
藤
が
元
胤
で
あ
る
が
、
島
出
は
又
盛
に
之
セ
應
用
し
た
3

此
刻
工
名
の
研
究
は
内
典
の
本
に
ま

で
関
係
が
あ
っ
て
、
内
典
、
外
典
を
同
じ
刻
エ
が
や
っ
た
も
の
を
調
べ
て
そ
の
時
代
を
誡
別
す
る
な
ざ
大
に
役
に
立
つ

こ
こ
が
あ
る
0

闘
書
寮
り
肉
書
正
義
の
別
工
を
島
田
が
調
べ
て
、
元
は
北
宋
本
マ
J

考
へ
ら
れ
て
居
た
の
が
、
南
宋
本
で

ヽ
Jゞ

了^



-＊ 

あ
る
事
が
分
っ
た
°
自
分
は
更
に
其
刻
工
の
名
こ
帝
諒
ご
を
精
査
し
て
紹
熙
頃
の
板
だ
こ
決
め
た
の
で
あ
る
0

か
や
う

な
研
究
法
は
近
藤
、
島
田
の
功
こ
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
、
古
版
の
鑑
定
は
支
那
よ

b
H
本
の
方
が
進
ん
で
居
る
。

今
一
っ
注
意
す
べ
き
は
、
出
版
所
の
種
類
に
就
て
ゞ
あ
る
。
官
本
即
ち
國
子
監
（
大
學
）
地
方
官
署
等
が
出
版
せ
る
も

の
は
大
慨
勅
命
で
出
来
た
最
も
重
要
な
も
の
で
、
同
時
代
で
も
官
本
こ
坊
本
ご
は
様
式
も
異
に
し
、
又
精
判
も
箸
し
く

迩
つ
て
居
る
3

例
へ
ば
家
威
の
紹
興
入
年
の
史
記
集
解
は
毛
詩
正
義
よ
り
も
一
年
前
の
も
の
だ
が
、
様
式
は
慶
元
版

Jゞ

同
し
で
あ
る
0

純
粋
り
官
本
の
他
に
、
司
庫
本
マ
J

云
ふ
も
の
が
あ
る
0

之
は
そ
の
版
式
、
校
合
が
官
本
に
次
で
良
い
も

の
で
、
三
山
の
黄
唐
の
易
、
前
壽
、
周
殿
、
禍
記
等
の
註
疏
が
即
ち
其
の
種
類
で
あ
る
。
之
は
地
方
の
役
所
で
金
を
餘
し

て
作
る
も
の
だ
が
、
出
版
の
好
さ
な
地
方
官
は
餘
ら
な
い
の
を
無
理
に
流
用
し
て
作
っ
た

b
し
て
刑
事
問
題
セ
起
し
た

事
も
あ
っ
た
。
南
宋
の
ふ
店
仲
方
が
荀
子
を
出
し
て
出
版
す
る
時
に
、
役
所
の
金
セ
使
ひ
込
ん
で
、
朱
子
に
摘
装
さ
れ
た

事
が
あ
っ
て
、
此
一
件
は
朱
子
の
文
集
に
く
は
し
く
出
て
居
る
°
併
し
そ
り
お
蔭
で
我
々
は
荀
子
の
最
も
良
い
本
を
今

日
に
見
Q

こゞ
J

が
出
来
る
の
で
あ
る
、
古
逸
叢
青
本
の
荀
子
が
即
ち
そ
れ
で
あ
る
，
次
に
家
刻
本
、
家
塾
本
が
あ
る
。

家
刻
本
マ
J

い
ふ
の
は
慾
を
離
れ
て
、
賣
る
積
り
で
な
く
出
版
す
る
も
の
だ
が
、
家
熟
本
は
概
し
て
賣
る
積
り
で
、
自
分

の
資
本
で
出
版
せ
る
も
の
で
あ
る
。
五
続
の
南
宋
岳
氏
本
は
岳
飛
の
子
孫
た
る
岳
珂
が
自
分
の
家
塾
で
版
に
し
た
も
の

で
、
元
は
九
経
三
偵
去
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
近
代
乾
隆
帝
は
其
中
の
五
紐
セ
集
め
得
た
こ
て
五
経
卒
室
こ
い
ふ
も

の
を
作
っ
て
誇
っ
た
程
で
あ
る
。
次
に
坊
本
で
あ
る
が
、
同
じ
く
坊
本
で
も
、
代
々
學
者
の
級
い
た
本
圧
の
本
＜
J

｀
廉



債
本
を
出
す
本
屋
の
本
と
が
あ
る
。
前
者
の
例
ご
し
て
は
魏
安
の
余
氏
本
が
あ
る
0

之
は
北
宋
よ
り
明
ま
で
績
い
た
家

で
、
此
家
か
ら
出
し
た
本
は
賓
に
多
い
0

叉
南
宋
の
都
、
杭
州
の
陳
氏
の
本
な
ぐ
」
は
坊
本
も
重
ん
せ
ら
れ
て
居
る
0

其

他
書
坊
本
で
最
も
廣
く
行
は
れ
て
居
る
の
は
建
安
(
-
鵬
建
の
延
寧
府
の
中
）
の
麻
沙
鎮
マ
J

い
ふ
町
で
版
に
し
た
も
の
で
、

之
を
一
括
し
て
麻
沙
本
さ
云
ふ
、
之
は
殆
ざ
盛
く
料
本
で
あ
る
、
坊
本
は
北
宋
の
時
か
ら
の
も
の
が
遺
つ
て
居
る
が
、

南
宋
頃
か
ら
本
屋
が
盛
ん
に
流
布
本
を
出
す
様
に
な
っ
て
、
麻
沙
本
が
我
邦
に
ま
で
偵
播
し
た
0

又
蜀
で
も
多
く
本
を

出
版
し
た
0

蜀
は
唐
以
末
、
印
刷
の
盛
な
地
方
で
あ
る
が
、
外
典
の
有
名
な
も
の
に
は
眉
山
七
史
等
あ
b‘

眉
山
七
史

は
紹
典
頃
の
出
板
で
、
其
板
が
明
代
ま
で
存
し
た
も
の
で
、
南
京
に
遺
つ
て
居
つ
た
。
元
の
頃
に
な
る
マ
J

、
各
地
方
の

官
立
の
學
校
、
即
ち
各
路
儒
學
本
が
あ
る
。
此
他
に
私
學
で
出
し
た
も
の
は
書
院
本
ご
云
ふ
。

古
版
の
事
を
一
通
り
畑
る
に
は
近
頃
出
末
た
葉
穏
輝
の
書
林
消
話
を
見
る
が
よ
ろ
し
い
0

日
本
人
の
本
で
は
近
藤
煎

蔵
の
正
齋
書
籍
考
が
可
い
0

葉
徳
輝
は
楊
守
敬
の
悪
口
を
言
ひ
、
楊
守
敬
が
日
本
で
見
た
本
は
偽
物
だ
マ
J

言
っ
て
居
る

が
、
自
分
の
考
へ
で
は
、
葉
徳
輝
よ
り
も
楊
守
敬
の
方
が
本
は
よ
く
見
わ
た
9
J

思
ふ
0

そ
れ
故
其
の
壽
い
て
居
る
こ
マ
J

は
掲
酌
し
て
見
る
必
要
が
あ
る
。
其
他
の
近
頃
出
た
も
の
は
信
用
が
骰
け
な
い
。
そ
れ
か
ら
続
籍
訪
古
志
も
古
版
研
究

の
手
引
に
な
る
。
之
は
狩
谷
披
齋
の
頃
よ
り
明
治
初
年
ま
で
の
人
の
古
版
研
究
の
消
算
ご
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
が

日
本
人
は
出
版
し
な
い
の
で
、
支
那
公
使
の
徐
承
祖
こ
い
ふ
人
が
、
東
京
で
版
に
し
た
。
之
よ
り
少
し
前
に
出
た
も
の

家
塾
本
、
害
坊
本
の
順
序
で
精
粗
の
次
第
が
つ
く
の
で
あ
る
。

二
0

一
般
に
監
本
、
司
庫
本
、



に
市
野
迷
庵
の
讀
書
指
而
が
あ
る
が
、
之
は
古
板
が
目
的
で
書
い
た
の
で
は
無
い
0

狩
谷
腋
齊
の
活
版
罷
籍
考
も
、

の
出
末
る
布
も
あ
る
0

此
黙
は
高
麗
板
、
朝
鮮
板
に
も
同
様
の
事
が
あ
る
。

H
 

本
の
梃
い
活
版
の
書
に
限
ら
れ
て
居
て
宋
元
版
に
は
闊
係
が
な
い
。
五
山
板
は
宋
元
板
の
覆
別
が
多
い
の
で
、
之
を
研

究
す
る
y
J

宋
元
板
に
焚
明
す
る
所
が
あ
る
。
特
に
宋
元
版
の
原
刻
が
な
く
な
っ
て
、
五
山
板
に
よ
っ
て
之
を
細
る
こ

Jゞ

以
上
は
外
典
に
闊
し
て
述
べ
た
が
、
佛
典
の
事
に
も
一
寸
獨
れ
て
慨
<
°
佛
典
で
最
も
古
い
の
は
、
前
に
も
一
寸
申

し
た
通
り
北
宋
の
開
賓
の
時
の
厳
経
で
、
之
は
蜀
版
で
あ
る
が
、
後
に
版
木
を
沖
京
に
持
つ
て
末
て
沖
京
で
刷
つ
た
も

の
ら
し
い
0

其
後
北
宋
の
末
、
禍
州
開
元
寺
本
、
禍
州
東
祁
寺
等
覺
輝
院
本
が
出
末
た
。
又
思
深
版
な
る
も
の
が
あ
る
。

思
深
版
に
は
前
後
二
版
あ
る
事
が
、
最
近
高
野
山
か
ら
出
た
目
鎌
に
よ
っ
て
分
つ
た
。
其
他
碩
沙
版
が
あ

b
、
又
大
普

寧
寺
版
マ
J

い
ふ
も
の
が
あ
る
が
、
之
は
元
初
の
も
の
か
マ
J

思
は
れ
る
。

以
上
は
蔵
経
の
版
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
等
は
日
本
の
み
に
偲
末
し
て
、
支
那
に
は
残
っ
て
居
な
い
0

支
那

で
は
、
楊
守
敬
が
法
金
剛
院
か
ら
三
千
何
冊
か
買
つ
て
蹄
つ
た
も
の
が
あ
る
の
み
で
あ
る
°
佛
典
の
古
版
に
就
て
は
、

禿
氏
肺
詳
、
小
野
空
妙
の
諸
氏
が
研
究
し
て
居
ら
れ
る
0

願
は
く
ば
研
究
家
が
佛
典
の
版
式
を
明
に
し
て
貰
ひ
た
い
も

の
で
あ
る
。
さ
う
す
る
マ
J

外
典
の
研
究
に
も
大
に
役
に
立
つ
0

例
へ
ば
、
毛
詩
正
義
及
近
年
身
延
で
登
見
さ
れ
た
聘
記

正
義
は
紹
興
版
で
あ
る
が
、
之
ご
思
深
版
の
最
初
の
頃
の
佛
典
の
版
本
マ
J

其
字
骰
が
よ
く
似
て
居
る
0

之
は
同
じ
刻
工

が
や
る
為
で
は
な
い
か
ご
思
ふ
u

宋
で
も
別
は
杭
州
か
ら
紹
興
あ
た

b
が
最
も
上
手
で
、
次
が
蜀
、
禰
建
が
最
も
料
本



起
因
す
る
如
く
、
又
一
に
は
間
齊
晩
年
垂
加
紳
逍
を
創
始
し
餘
り
に
之
に
没
頭
せ
る
に
憧
嵩
た
り
し
に
起
因
す
る
如
し
。

師
に
背
き
去
b
し
か
を
考
ふ
る
に
、

山
崎
闇
齋
の
門
下
敷
千
人
さ
稲
す
。
中
に
諸
候
あ
b
學
者
あ
り
0

諸
侯
中
の
傑
出
サ
る
を
會
沌
侯
保
科
正
之
マ
J

し、

學
者
中
の
傑
出
せ
ろ
を
淡
見
網
齊
、
佐
藤
直
方
、
三
宅
肉
齊
の
一
二
子
マ
J

す
°
然
る
に
上
記
の
淡
見
綱
齋
、
佐
藤
直
方
の

二
高
弟
を
初
ご
し
多
く
の
門
人
が
終
り
に
は
其
師
に
背
き
去
り
師
弟
の
闊
係
を
全
う
せ
ざ
る
間
に
在
り
て
諾
伏
の
身
を

以
て
し
て
最
後
ま
で
師
弟
相
信
半
し
終
始
楡
る
所
な
か
り
し
を
保
科
正
之
マ
J

す
0

間
壺
の
門
下
が
何
故
に
相
李
ゐ
て
其

一
に
は
間
壺
の
性
格
が
餘
り
に
厳
脳
に
過
ぎ
其
門
人
を
遇
す
る
甚
苛
酷
な
り
し
に

山

崎

闇

齋

マ）

保

科

正

之

秋

月

胤

織

を
出
す
さ
決
つ
て
居
る
ら
し
く
、
常
時
の
人
葉
少
蘊
の
石
林
燕
語
に
見
わ
て
居
る
0

こ
の
刻
工
の
研
究
が
も
つ
マ
J

は
つ

き
b
分
れ
は
、
宋
版
の
研
究
に
大
に
差
考
に
な
る
。
元
以
後
は
大
し
た
事
は
な
い
が
、
宋
版
の
事
を
延
に
精
細
に
研
究

す
る
こ
古
版
學
の
基
礎
に
な
る
マ
J

思
ふ
。
大
に
後
末
の
士
に
侯
つ
所
以
で
あ
る
。
（
昭
和
五
年
十
一
月
某
鹿
請
演
）


